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松
和
寮
の

　
　
　
　
24
人
の
仲
間

　
　
松
代
中
学
校
の
冬
期
寄
宿
舎
に
二
十
一
人
の
生
徒

　
が
親
元
を
離
れ
共
同
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

　
日
は
二
人
の
生
徒
が
カ
ゼ
で
家
に
帰
り
、
全
員
の
元

　
気
な
顔
を
紹
介
で
き
ま
せ
ん
が
、
舎
を
管
理
す
る
山

　
賀
さ
ん
と
食
事
を
あ
ず
か
る
鈴
木
さ
ん
夫
婦
の
三
人

　
に
温
か
く
見
守
ら
れ
な
が
ら
．
全
員
元
気
い
つ
ぱ
い

　
の
毎
日
で
す
。

　
　
雪
解
け
の
春
も
す
ぐ
そ
こ
ま
で
き
て
い
ま
す
。

世帯数1，560（±O）男2，685（一1）女2，729（＋5）　計5，414（＋4）

出生4　死亡5　転入9　転出4

《人口の動き》

　1月末現在
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税金の

や
わ
争

　
　
　
　
　
力
、

お
は
武

釧
列
専
灘
灘
ヤ
の
よ
う
に

そ　
日
本
に
鉄
道
が
開
通
し
た
の
は

明
治
五
年
、
新
橋
～
横
浜
間
は
知

ら
れ
た
話
で
す
が
、
こ
の
当
時
、

列
車
の
ダ
イ
ヤ
づ
く
り
を
一
手
に

引
き
受
け
て
い
た
の
が
英
国
の
ぺ

ー
ジ
さ
ん
と
い
う
人
。
こ
の
ぺ
ー

ジ
さ
ん
は
個
室
で
仕
事
を
や
り
、

誰
も
部
屋
に
入
れ
な
か
っ
た
そ
う

で
す
評
ど
の
よ
う
に
し
て
あ
の
正

確
な
ダ
イ
ヤ
を
つ
く
る
の
か
誰
も

わ
か
ら
な
い
の
で
、
ぺ
ー
ジ
さ
ん

は
神
様
扱
い
．

　
あ
る
日
、
ぺ
ー
ジ
さ
ん
が
出
張

し
た
機
会
を
狙
っ
て
部
屋
に
忍
び

込
む
と
、
な
に
や
ら
図
表
が
見
つ

か
っ
た
。
調
べ
て
み
る
と
、
横
軸

に
距
離
を
と
り
、
左
端
を
起
点
と

し
て
右
へ
各
駅
の
位
置
を
刻
み
、

縦
軸
に
時
間
を
印
し
て
あ
る
。
分

か
っ
て
し
ま
え
ば
な
ん
と
い
う
こ

と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
税
金
の
申
告

も
、
ダ
イ
ヤ
の
よ
う
に
正
確
に
…
。

　
　
　
ほ
ん
の
少
し

　
　
　
　
　
　
カ
ジ
ツ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
平
成
元
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
が
2
月
1
6
日
か
ら
始
ま
り
ま

す
。

　
申
告
期
限
は
3
月
1
5
日
ま
で
で

す
が
、
高
田
税
務
署
で
は
、
確
定

申
告
が
必
要
と
思
わ
れ
る
方
に
あ

ら
か
じ
め
申
告
書
を
送
付
し
、
町

役
場
を
会
場
に
税
務
課
職
員
が
地

域
ご
と
に
日
程
を
調
整
し
て
申
告

の
受
け
付
け
を
し
ま
す
。

　
申
告
書
の
用
紙
が
届
き
ま
し
た

ら
、
ま
ず
、
相
談
日
の
日
時
を
確

認
し
、
必
要
な
受
領
書
等
の
準
備

を
始
め
ま
し
ょ
う
。

　
相
談
日
に
は
税
務
課
職
員
が
不

明
な
点
に
つ
い
て
親
切
に
相
談
に

応
じ
ま
す
が
、
期
間
中
の
会
場
が

混
雑
し
ま
す
の
で
、
相
談
時
問
を

、
短
時
間
に
済
ま
せ
る
た
め
に
、
必

要
な
書
類
の
整
理
と
住
所
、
氏
名

…
を
記
入
す
る
な
ど
、
自
分
で
申
告

書
を
作
成
す
る
こ
と
も
心
掛
け
て

下
さ
い
。

醗l
　l　　　P

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馬
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　益　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　硝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　轟

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　隷
　　　　　　　　　　　　　　　　　　rl

　　　　　　　　　　　　　　　　岸

　　　　　　　　　　　　　　　と

　　　　　　　　　　　　　繭

　　　　　　　　　　　　釜

　　　　　　　　　　　標

　　　　　　　　　峯

　　　　　　　　睾

　　　　　轟

税金の

チ
ョ
ツ
ト

か
た
い

お
は
な
し

　

⑳
税
金
ど
は

　
国
や
地
方
公
共
団
体
（
都
道
府

県
、
市
町
村
な
ど
）
は
、
行
政
活
動

を
通
じ
、
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
公
共
サ
ー
ビ

ス
を
国
民
に
提
供
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
よ
う
な
活
動
に
必
要
な
経
費

を
私
た
ち
は
税
金
と
い
う
形
で
負

担
し
て
い
ま
す
．

　
で
す
か
ら
、
税
金
は
、
民
主
主

義
国
家
の
国
民
に
と
っ
て
、
共
同

．
社
会
で
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
、

い
わ
ば
会
費
で
あ
る
と
い
う
こ
と

が
で
き
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　
薪

　
　
　
　
，
萄
蓼

　
　
　
　
　
　
　
　
士

　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
タ

蝋ネ夏
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⑳
運
勤
会

　
明
治
七
年
、
日
本
で
初
の
運
動

会
が
東
京
の
海
軍
兵
学
校
寮
で
開

か
れ
ま
し
た
。
そ
の
名
も
「
競
闘

遊
戯
」
と
呼
ば
れ
、
今
か
ら
見
れ

ば
競
技
種
目
も
か
な
り
時
代
が
か

っ
た
も
の
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
と
び
う
お
の
　
な
み
き
り

　
種
目
名
も
、
文
鰭
閃
浪
（
走
り

　
　
　
　
　
ぽ
ら
の
　
あ
み
こ
え

幅
と
び
）
、
大
鰭
蹟
雇
（
走
り
高

　
　
　
　
ふ
る
だ
ぬ
き
っ
ぶ
て
う
ち

と
び
）
、
老
狸
打
礫
（
ボ
ー
ル
投

　
　
　
ち
ょ
う
　
の
　
は
な
お
い

げ
）
、
蚊
蝶
芝
花
（
二
人
三
脚
）

蝦
蜷
繕
廊
（
棒
高
と
び
）
と
ユ
ニ

ー
ク
の
も
の
。

　
と
こ
ろ
で
、
会
社
な
ど
が
催
す

運
動
会
の
飲
食
費
用
に
つ
い
て
一

言
。　

福
祉
厚
生
費
と
す
る
た
め
に
は
、

従
業
員
に
お
お
む
ね
一
律
に
社
内

に
お
い
て
供
与
さ
れ
る
通
常
の
飲

食
に
要
す
る
費
用
の
範
囲
内
で
あ

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

入
額

収
金

マ
け
ス

所得の内容と計算方法

ぐ＝

　　イ

”〒

　　」レ

種　　　類 内　　　　容 計　　算　　方　　法

利子所得
預貯金、国債などの利子

の所得
収入金額二所得金額

配当所得
株式、出資の配当などの

所得

　　　　　株式などを取得
（収入金額）一　するための借入

　　　　　金の利子

事業所得
商工業、農業など事業を

している場合の所得
収入金額一必要経費

不動産所得
土地、建物などを貸して

いる場合の所得
収入金額一必要経費

給与所得
給料、賃金、ボーナスな

どの所得
収入金額一給与所得控除額（注）

退職所得
退職手当、一時恩給など

の所得
（収入金額一退職所得控除額）×壱

譲渡所得
土地、建物、自動車など

を売った場合

　　　土地建物　　　特
収入　　　などの取　　　別
　　一　　　　　　一　控
金額　　　得費・譲　　　除

　　　渡費用　　　額

山林所得
山林の立木などを売った

場合の所得
収入金額一必要経費一特別控除額

一時所得

クイズの賞金、生命保険

契約の満期返戻金など、

一時的な所得

　　　　　　　　　特
収入　収入を得る　別
　　一　ために支出　一　控
金額　した費用　除
　　　　　　　　　額

雑　所　得

恩給、年金などの所得 収入金額一公的年金等控除額

営業でない貸金の利子な

ど、上記所得に当てはま

らない所得

収入金額一必要経費

（注）給与所得控除額の算出額は別に決められています。

碗
所
得
糖
と
は

そ　
所
得
税
は
、
私
た
ち
個
人
の
所

得
に
か
か
る
税
金
で
す
。
こ
の
所

得
税
と
は
、
簡
単
に
い
え
ば
、
私
た

ち
が
、
会
社
に
勤
め
て
給
料
を
も

ら
っ
た
り
、
商
売
を
し
て
利
益
を

得
た
り
す
る
場
合
に
は
、
所
得
税

を
納
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
所
得
税
は
、
所
得
の

金
額
に
対
し
て
か
か
る
の
で
は
な

く
、
所
得
の
金
額
か
ら
、
た
と
え

ば
配
偶
者
控
除
や
扶
養
控
除
な
ど

の
各
種
控
除
を
差
し
引
い
た
残
り

の
金
額
に
か
か
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
所
得
税
は
私
た

ち
の
家
族
の
構
成
な
ど
、
状
況
に

応
じ
た
キ
メ
細
か
な
配
慮
が
行
わ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
所
得
の
金
額

が
一
定
以
下
の
人
に
は
か
か
ら
な

い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
か
ら
、
所
得
税
は
、

私
た
ち
に
最
も
な
じ
み
の
深
い
身

近
な
税
金
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
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物
成
騙
擬
制

　
民
法
に
、
未
成
年
者
が
婚
姻
し

た
と
き
は
、
成
年
に
達
し
た
も
の

と
み
な
す
と
い
う
「
成
年
擬
制
」

の
規
定
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
未
成
年
者
も
婚
姻
を

す
れ
ば
親
権
・
後
見
を
脱
し
、
取

引
能
力
を
取
得
す
る
こ
と
と
さ
れ
、

夫
婦
共
同
生
活
の
独
立
性
を
尊
重

し
よ
う
と
す
る
趣
旨
で
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
相
続
税
法
に
は
、

成
年
に
達
す
る
ま
で
の
養
育
費
の

負
担
を
考
慮
す
る
意
味
で
未
成
年

者
控
除
と
い
う
税
額
控
除
の
規
定

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
婚
姻

に
よ
り
成
年
と
み
な
さ
れ
て
も
飲

酒
や
喫
煙
が
許
さ
れ
な
い
の
と
同

様
、
民
法
に
「
成
年
擬
制
」
の
規

定
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
未
成

年
者
控
除
が
適
用
さ
れ
な
い
と
い

う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
法
定
相
続
人
の
う
ち
、
相
続
開

始
時
に
満
2
0
歳
未
満
の
人
は
、
未

成
年
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
．

け
ス

　　イ

”〒

　　ノレ

．
囑
種
類
の
所
得
控
除
が
み
蹴
頓
艶
毒
ず

控　除名 控　　除　　内　　容　　な　　ど

雑損控　除
災害や盗難などによって生じた損失やそれに関連した支

出をもとに一定額を控除するもの

医療費控除
　自分や親族のために支払った医療費をもとに一定額を控

除するもの（最高200万円）

社会保険料控除
自分や親族が負担すべき社会保険料について、その年中

に支払った額を控除するもの

小規模企業共済

等掛金控除

一定要件を満たす掛金について、その年中に支払った額

を控除するもの

生命保険料控除

　自分や親族を受取人とする生命保険契約などに基づいて

支払った保険料をもとに一定額を控除するもの

　　　　　　　　　　　　（最高5万5，000円）

損害保険料控除

　自分や親族の住んでいる家屋、家財などを対象とした損

害保険契約などに基づいて支払った保険料をもとに一定額

を控除するもの（最高1万5，000円）

寄付金控除
特定の寄付などをした場合、その寄付金をもとに一定額

を控除するもの

障害者控除
納税者本人、親族について、障害者1人につき27万円、

重度障害がある特別障害者の場合は1人につき35万円

老年者控除 50万円

寡婦（寡夫）控除 27万円（特定の寡婦については8万円を特別加算）

勤労学生控除 27万円

配偶者控除
35万円（70歳以上の場合は45万円、同居している特別障害

　　者の場合は65万円、同居している特別障害者で70

　　歳以上の場合は75万円）
配偶者特別控除 最高35万円

扶養控除

35万円（16歳以上23歳未満の特定扶養親族および70歳以上

　　　の場合は45万円、70歳以上の同居している父母、

　　祖父母の場合は55万円、同居している特別障害者

　　の場合は65万円、同居している特別障害者で、特定

　　扶養親族および老人扶養親族の場合は75万円、同

　　居している特別障害者で、同居老親の場合は85万円）

基礎控　除 35万円

　

⑳
納
税
灘
義
務

　
憲
法
第
三
十
条
で
は
、
　
「
国
民

は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
納
税
の
義
務
を
負
ふ
」
と
の

規
定
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
が

い
わ
ゆ
る
納
税
の
義
務
の
規
定
で
、

勤
労
の
義
務
、
教
育
の
義
務
と
と

も
に
国
民
の
三
大
義
務
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
私
た
ち
国
民
は
、

す
べ
て
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
税

額
を
下
回
っ
て
納
税
を
済
ま
す
こ

と
が
で
き
な
い
と
い
う
義
務
を
負

っ
て
い
る
と
同
時
に
、
法
律
で
定

め
ら
れ
た
税
額
を
上
回
っ
て
税
金

を
納
め
る
必
要
が
な
い
と
い
う
権

利
も
持
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

平和な社会に

役立てて

　　　ほしいわ

o

店

ξ

覆
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伽
三
幽
寄
れ
ば

そ　
鳥
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、

カ
ラ
ス
ほ
ど
多
く
の
た
と
え
に
使

わ
れ
る
鳥
も
あ
り
ま
せ
ん
。
誉
め

ら
れ
た
り
、
け
な
さ
れ
た
り
と
大

変
で
す
が
、
人
家
近
く
に
棲
む
せ

い
か
、
と
に
か
く
用
心
深
く
、
利

口
な
鳥
で
す
。

　
三
羽
ガ
ラ
ス
と
い
う
言
葉
も
、

あ
る
分
野
に
お
け
る
三
人
の
優
れ

た
人
物
と
い
う
意
味
で
、
群
れ
を

な
す
鳥
の
習
性
か
ら
使
わ
れ
た
も

の
と
い
う
こ
と
で
す
。
三
人
寄
れ

ば
文
殊
の
知
恵
と
も
い
い
、
三
人

集
ま
っ
て
知
恵
を
出
し
合
え
ば
優

れ
た
考
え
が
出
る
よ
う
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
税
務
署
の
更
正
・

決
定
に
対
す
る
不
服
申
立
て
を
処

理
す
る
機
関
に
国
税
不
服
審
判
所

が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
審
査
請

求
が
な
さ
れ
る
と
、
三
人
以
上
の

審
判
官
で
合
議
を
重
ね
て
議
決
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〔所得税の速算表〕

×

課税総所得金額、課税退職　（A）
所得金額又は調整所得金額 税率（B） 控除額（c） 税額＝（A）×（B）一（C）

一　　　　3，000，000円以下 10％ 一
（A）×10％

3，000，000円超　6，000，000円以下 20％ 30万円 （A）×20％一30万円

6，000，000円超　10，000，000円以下 30％ 90万円 （A）×30％一90万円

10，000，000円超　20，000，000円以下 40％ 190万円 （A）×40％一190万円

20，000，000円超 50％ 390万円 （A）×50％一390万円

率税
　　イ

”〒

　　ノレ

納める

金税

（注）　課税総所得金額等に1，000円未満の端数があるときは、これを切捨てます。

〔計算例〕　課税総所得金額6，800，000円の場合の税額

　　　　　　　6，800，000円×30％一900，000円二1，140，000円

rーロ圏一一圏r　※配当控除、住宅取得等特別
ロ控除の税額控除、源泉徴収1

0　税額や予定納税された金額I

Iがある場合はさらに算出税1
　　額かり引かれます。

』一一ーロー■

★
納
税
相
談
の
際
に

　
　
　
用
意
し
て
い
た
だ
く
も
の

　
　
　
　
　
　
　
○
申
告
書

　
　
　
　
　
　
　
○
印
鑑

　
　
　
　
　
　
　
○
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
医

　
　
　
　
　
　
　
　
療
費
の
受
領
書

　
　
　
　
　
　
　
○
国
民
年
金
、
農
業
者
年
金
、
国

　
　
　
　
　
　
　
　
民
健
康
保
険
税
の
受
領
書

　
　
　
　
　
　
　
○
小
規
模
企
業
共
済
、
身
障
者
扶

　
　
　
　
　
　
　
　
養
共
済
掛
金
の
支
払
証
明
書

　
　
　
　
　
　
　
○
生
命
保
険
料
の
支
払
証
明
書

　
　
　
　
　
　
　
○
振
替
納
税
を
希
望
さ
れ
る
方
は

　
　
　
　
　
　
　
　
口
座
番
号

　
　
　
　
　
　
　
○
昨
年
中
に
農
機
具
を
購
入
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
場
合
は
そ
の
受
領
書

　
　
　
　
　
　
　
o
給
与
所
得
が
あ
る
場
合
は
源
泉

　
　
　
　
　
　
　
　
徴
収
表

伽
国
と
纒
芳
の
役
割

そ　
国
と
地
方
公
共
団
体
と
の
行
政

活
動
の
分
担
は
、
そ
の
性
格
や
規

模
な
ど
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
国
は
、
司
法
、
外
交
、
国
防
な

ど
を
は
じ
め
経
済
、
産
業
な
ど
国

家
的
見
地
か
ら
行
う
幅
広
い
行
政

活
動
を
分
担
し
て
い
ま
す
し
、
一

方
、
地
方
公
共
団
体
は
主
と
し
て

．
教
育
、
環
境
衛
生
、
上
下
水
道
、

警
察
、
消
防
な
ど
地
域
住
民
の
生

活
環
境
や
福
祉
を
中
心
に
日
常
生

．
活
に
密
着
し
た
行
政
活
動
を
分
担

し
て
い
ま
す
。

　
　
．
㌦
．
一

　
　
一
そ

　
　
ゴ

　
　
　
一
軸

　
　
ハ

　
　
　
ニ

～
』
ダ

　
　
．
幽
二

　
　
噛
一

　
　
一
＝

　
1
　
　
一
一

　
と
　
　
　
ニ

　
『
ヒ
』
一

補
二
‘

㊤

，
君一皿ク

1
4
〆
。
t
、
“
D
コ
」
」
！

＼
　
　
　
　
b

団r嘘



II”””1”1””””II”III”””””””IIIIこうほう・まつだい（2．2月号）1””1””””III”1”II”””1””1””1”””1”1”lllII”ll”””Ill”1””IIIIII”Ill”1””””1”Illl”II”””II”1”1””1””1””16””1”1””1”

暑塞月

藏議18

藏議は
判員
目総

すで

灘
4
時
灘
囎
礪

第
4
投
票
区
（
桐
山
）

　
桐
山
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

第
7
投
票
区
（
下
山
）

　
下
山
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

第
8
投
票
区
（
海
老
・
東
山
）

海
老
分
校

第
1
0
投
票
区
（
片
桐
山
・
滝
沢
）

　
滝
沢
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

　
酔

．
雄落

あ
沃ユな切大

灘
5
時
轟
嘱
薦

第
3
投
票
区
（
清
水
・
会
沢
）

　
清
水
小
学
校

第
5
投
票
区
（
池
尻
）

　
池
尻
集
落
開
発
セ
ン
タ
i

第
6
投
票
区
（
池
之
畑
）

　
池
之
畑
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

第
9
投
票
区
（
孟
地
）

　
孟
地
小
学
校

第
1
1
投
票
区
（
田
野
倉
・
仙
納
）

　
北
山
小
学
校

第
1
3
投
票
区
（
儀
明
）

　
儀
明
保
健
福
祉
館

第
1
4
投
票
区
（
寺
田
・
諏
訪
峠
）

　
寺
田
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

第
1
5
投
票
区
（
莇
平
）

　
莇
平
転
作
促
進
研
修
セ
ン
タ
ー

第
1
6
投
票
区
（
竹
所
）

　
竹
所
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

第
1
8
投
票
区
（
福
島
）

　
福
島
集
落
開
発
セ
ン
タ
i

熟／

麟
蜀
漏

の

O（
V
喪

／纂艦
／蝿老舘・

覧κ1こ

い
い
こ
と

↓
｝
、
Q
ゼ
〈
躯

3
噛
之
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
ノ

イ
〃
方
参

　
　
　
　
『
　
　
弧

〃
．
瞬

　
　
　
～

〃’一編玄
ノ払　　　　　　60　　　　　　ρ　　　　　　ρ　　　　　　ρ‘　　　　　』　

o●

　　　　　　　刀わ

第
2
0
投
票
区
（
木
和
田
原
）

　
木
和
田
原
集
落
開
発
セ
ン
タ
i

第
2
1
投
票
区
（
峠
・
濁
）

　
峠
集
落
開
発
セ
ン
タ
i

第
2
4
投
票
区
（
犬
伏
）

　
犬
伏
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー

第
2
5
投
票
区
（
苧
島
・
中
子
）

　
苧
島
集
落
開
発
セ
ン
タ
i

灘
懸
離
識
講

第
1
投
票
区
（
松
代
・
小
屋
丸
）

　
松
代
第
一
区
民
会
館

第
2
投
票
区
（
蓬
平
）

　
蓬
平
小
学
校

第
1
2
投
票
区
（
名
平
・
蒲
生
）

　
蒲
生
生
活
改
善
セ
ン
タ
i

第
1
7
投
票
区
（
菅
刈
・
田
沢
）

　
菅
刈
分
校

第
1
9
投
票
区
（
室
野
・
奈
良
立
）

　
松
代
町
克
雪
管
理
セ
ン
タ
i

第
2
2
投
票
区
（
千
年
）

　
千
年
公
民
館

第
2
3
投
票
区
（
松
代
新
田
・
小
荒

　
戸
・
大
平
）

　
松
代
町
総
合
体
育
館

投
轟
闘
蕩
に

　
　
気
懇
類
纏
で
！

o
衆
議
院
議
員
総
選
挙

　
　
候
補
者
の
氏
名
を
書
き
ま
す
。

o
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

　
　
罷
免
し
よ
う
と
す
る
（
信
任

　
　
し
な
い
）
裁
判
官
に
つ
い
て

　
　
だ
け
、
そ
の
氏
名
の
上
の
欄

　
　
内
に
×
を
書
き
ま
す
。
罷
免

　
　
し
よ
う
と
す
る
裁
判
官
が
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
な
い
場
合
は
何
も
書
か
な
い

　
　
で
投
票
箱
に
入
れ
て
下
さ
い
。

当
日
毅
叢
漸
へ

　
　
蕊
繊
鞍
雛
緩
響
は

不
在
者
携
票
を
！

　
不
在
者
投
票
所
は
松
代
町
役
場

三
階
第
三
会
議
室
で
す
。

　
二
月
三
日
か
ら
二
月
十
七
日
ま

で
の
毎
日
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
五
時
ま
で
投
票
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
体
の
不
自
由
な
方
の
た

め
に
自
宅
で
投
票
の
で
き
る
郵
便

投
票
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、
一
定

の
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
選
挙

管
理
委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
．
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耽ました

　　　　　　　　　　　　　　　霧…　　　　　　　　　　　　嚢　　　　　　　　　　攣　　　　　　　　難　　　　　講　　　　轡　　磯
公

　
第
百
十
六
回
国
会
で
、
「
公
職
選
挙
法
」
の
一
部
が

改
正
さ
れ
、
十
一
一
目
十
九
目
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
の
改
正
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
金
の
か
か
ら
な
い

政
治
の
実
現
と
選
挙
の
公
正
の
確
保
に
資
す
る
た
め
、

寄
附
の
禁
止
規
定
な
ど
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

　
こ
の
改
正
は
、
平
成
二
年
二
目
一
日
か
ら
実
施
さ
れ

ま
す
。

1
　
政
治
家
（
候
補
者
、
候
補
者
と
な
ろ
う
と
す
る
者
お

　
よ
び
現
に
公
職
に
あ
る
者
）
は
、
寄
附
を
す
る
と
処
罰

　
さ
れ
ま
す
。

　
政
治
家
が
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に

対
し
て
寄
附
を
す
る
こ
と
（
政
党
や

親
族
に
対
す
る
も
の
お
よ
び
政
治
教

育
集
会
に
関
す
る
必
要
や
む
を
得
な

　
　
　
　
び

い
実
費
の
補
償
は
除
か
れ
ま
す
。
）
は
、

い
か
な
る
名
義
を
も
っ
て
す
る
も
の

で
あ
っ
て
も
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
次

の
も
の
を
除
き
す
べ
て
罰
則
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

①
政
治
家
本
人
が
自
ら
出
席
す
る
結

　
婚
披
露
宴
で
の
祝
儀
。

②
政
治
家
本
人
が
自
ら
出
席
す
る
葬

金のかからない

政治・選挙のた

めに寄附禁止の

ルールを守りま

しよう。

祭りの寄附

　
　
　
　
冒

謬
》

マ
　
　
ず
　
　
り
　
　
ひ

、
．
C
き

　
式
や
通
夜
で
の
香
典
。

①
や
②
で
あ
っ
て
も
、
選
挙
に
関

し
て
な
さ
れ
た
場
合
や
通
常
一
般
の

社
交
の
程
度
を
超
え
て
い
る
場
合
は

処
罰
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
政
治
家
以

外
の
人
が
、
政
治
家
名
義
の
寄
附
を

す
る
こ
と
も
罰
則
を
も
っ
て
禁
止
さ

れ
ま
す
。

※
政
治
教
育
集
会
に
関
す
る
実
費
の

　
補
償
の
う
ち
、
食
事
や
食
事
料
の

　
提
供
は
禁
止
さ
れ
、
罰
則
の
対
象

　
と
な
り
ま
す
。

　　　　写

　　　　　　　　　ノ
※

1
、

葬式の花輪や香典

霧
嗣
・

璽　
一
じ

　
考

、4

’

、

2　、

2
　
有
権
者
が
、
威
迫
し
て
あ
る
い
は
政
治
家
を
陥
れ
る

目
的
で
寄
附
を
求
め
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

政
治
家
に
対
し
、
寄
附
を
出
す
よ
　
　
や
要
求
を
す
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

う
に
勧
誘
や
要
求
を
す
る
こ
と
も
禁
　
　
政
治
家
名
義
の
寄
附
を
求
め
る
こ

止
さ
れ
て
お
り
、
政
治
家
を
威
迫
し
　
　
と
も
禁
止
さ
れ
、
威
迫
し
て
求
め
る

て
あ
る
い
は
政
治
家
の
当
選
ま
た
は
　
　
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

被
選
挙
権
を
失
わ
せ
る
目
的
で
勧
誘

3
　
政
治
家
は
、
年
賀
状
な
ど
の
あ
い
さ
つ
状
を
出
す
こ

と
が
禁
じ
ら
れ
ま
す
。

政
治
家
は
、
選
挙
区
内
に
あ
る
者
　
　
状
な
ど
の
時
候
の
あ
い
さ
つ
状
（
電

に
対
し
、
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ
　
報
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。
）
を
出
す
こ

る
も
の
を
除
き
、
年
賀
状
、
暑
中
見
舞
　
　
と
は
禁
止
さ
れ
ま
す
。

4
　
政
治
家
や
後
援
会
が
、
有
料
の
あ
い
さ
つ
広
告
を
出

す
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

政
治
家
や
後
援
団
体
（
い
わ
ゆ
る
　
　
さ
れ
ま
す
。

後
援
会
）
が
、
選
挙
区
内
に
あ
る
者
　
　
な
お
、
政
治
家
や
後
援
団
体
に
対

に
対
す
る
あ
い
さ
つ
を
目
的
と
し
て
、
　
し
、
あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す
る
有
料

新
聞
、
雑
誌
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
　
　
の
広
告
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ

ど
に
よ
り
、
有
料
の
広
告
（
い
わ
ゆ
　
　
て
お
り
、
威
迫
し
て
求
め
る
と
処
罰

る
名
刺
広
告
な
ど
）
を
出
す
と
処
罰
　
　
さ
れ
ま
す
。

5
　
後
援
会
が
、
花
輪
、
香
典
、
祝
儀
な
ど
を
出
す
と
処

罰
さ
れ
ま
す
。

　
後
援
団
体
（
い
わ
ゆ
る
後
援
会
）
　
　
よ
り
行
う
行
事
や
事
業
に
関
す
る
寄

が
、
花
輪
、
供
花
、
香
典
、
祝
儀
そ
　
　
附
以
外
の
寄
附
を
す
る
と
、
そ
の
時

の
ほ
か
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
を
出
　
　
期
の
い
か
ん
を
間
わ
ず
、
処
罰
さ
れ

し
た
り
、
後
援
団
体
の
設
立
目
的
に
　
ま
す
。

4
お
よ
び
5
に
よ
っ
て
処
罰
さ
れ
ま
す
と
、
公
民
権
停
止
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
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第
四
回
上
石
巌
杯
争
奪

ク
0
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

　
一
月
二
十
八
日
、
松
代
町
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
コ
ー
ス
に

お
い
て
、
第
四
回
上
石
巌
杯
争
奪

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
選
手

鐵難　
　
　
轍

　
　
　
　
・
隆
，
、
欝
灘

鷺
雛
轟
禦
鶴

　　　　　　欝
　　　　　騨　　　　響　　　臨　　麟

羅
照層㈱話

　　凄
　燃覧

権
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
の
第
三
回
大
会
が
少
雪
の

た
め
中
止
と
な
っ
た
こ
の
大
会
も
、

今
年
は
折
か
ら
の
豪
雪
で
出
場
で

き
な
か
っ
た
学
校
も
出
る
ほ
ど
。

参
加
校
は
、
中
学
校
五
校
、
小
学

校
二
十
三
校
で
、
中
学
生
男
子
1
0

キ
。
と
女
子
5
キ
。
、
小
学
生
男
子
5

キ
・
、
女
子
3
キ
。
の
四
種
目
に
総
勢

三
七
〇
名
の
選
手
が
そ
れ
ぞ
れ
優

勝
杯
を
め
ざ
し
力
走
し
ま
し
た
。

緒
羅
徹
僅
叢
罐
灘
鴬
糠

一
位
笠
原
賢
二
（
妙
高
高
原
町

　
　
妙
高
中
3
）
3
2
分
2
9
秒

二
位
　
若
井
憲
一
（
松
代
町
松
代

　
　
中
3
）
3
2
分
5
1
秒

三
位
　
飯
塚
一
馬
（
松
之
山
町
浦

　
　
田
中
3
）
3
4
分
4
0
秒

四
位
　
小
堺
　
健
（
松
代
町
松
代

　
　
中
2
）
3
4
分
4
2
秒

五
位
　
加
島
辰
雄
（
妙
高
高
原
町

妙
高
中
1
）
3
5
分
4
4
秒

⑯
高
橋
将
和
（
松
代
中
2
）
3
9
分

39

秒
⑱
高
橋
正
美
（
松
代
中
2
）

41

分
1
9
秒
⑳
若
井
春
彦
（
松
代
中

2
）
4
3
分
2
2
秒
⑳
関
谷
真
（
松
代

中
1
）
4
3
分
5
0
秒
⑳
小
堺
友
紀
（

松
代
中
1
）
4
3
分
5
8
秒
⑳
高
橋
哲

也
（
松
代
中
2
）
4
5
分
4
1
秒
⑳
山

賀
将
司
（
松
代
中
1
）
4
6
分
4
2
秒

一
位

二
位

三
位

四
位

五
位

　
後
藤
鹿
子
（
妙
高
高
原
町

妙
高
中
2
）
1
9
分
0
0
秒

　
岸
本
雅
子
（
同
妙
高
中
1
）

19
分
5
5
秒

　
竹
内
雅
子
（
松
之
山
町
浦

田
中
1
）
2
1
分
0
5
秒

　
小
林
尚
子
（
安
塚
町
安
塚

中
－
）
2
2
分
2
9
秒

　
南
雲
有
子
（
松
之
山
町
浦

田
中
1
）
2
2
分
4
2
秒

一
位

二
位

三
位

　
内
田
啓
子
（
妙
高
村
関
山

小
6
）
1
2
分
㎝
秒

　
後
藤
幹
恵
（
同
関
山
小
6
）

12
分
1
2
秒

　
徳
永
　
恵
（
十
日
町
市
六

箇
小
5
）
1
2
分
2
9
秒

四
位
　
高
橋
陽
子
（
松
代
町
莇
平

　
　
小
5
）
1
2
分
3
4
秒

五
位
　
上
村
学
美
（
六
日
町
町
五

　
　
日
町
小
6
）
1
2
分
3
6
秒

⑳
松
沢
悦
子
（
儀
明
小
6
）
1
3
分

34

秒
⑳
小
堺
あ
ゆ
み
（
蓬
平
小
5
）

13
分
4
2
・
秒

一
位
山
川
学
（
妙
高
村
関
山

　
　
小
6
）
1
8
分
2
7
秒

二
位
　
野
上
辰
巳
（
十
日
町
市
鐙

　
　
島
小
6
）
1
8
分
2
8
秒

三
位
　
高
橋
利
一
（
松
之
山
町
松

　
　
里
小
6
）
1
8
分
4
4
秒

四
位
内
田
学
（
妙
高
村
関
山

　
　
小
6
）
1
8
分
4
7
秒

五
位
　
岡
本
岳
志
（
妙
高
村
関
山

　
　
小
6
）
1
9
分
o
o
秒

七
位
　
五
十
嵐
孝
広
（
松
代
町
奴

　
　
奈
川
小
6
）
1
9
分
1
5
秒

八
位
柳
和
徳
（
松
代
町
孟
地

小
6
）
1
9
分
2
2
秒

九
位
　
若
井
由
和
（
松
代
町
奴
奈

　
　
川
小
6
）
1
9
分
4
0
秒

⑪
山
賀
洋
平
（
松
代
小
6
）
1
9
分
4
1

秒
⑫
相
沢
智
幸
紀
（
松
代
小
6
）
1
9

分
4
5
秒
⑲
柳
貴
行
（
孟
地
小
6
）
1
9

分
5
4
秒
⑳
石
口
久
司
（
松
代
小
6
）

20
分
O
O
秒
⑳
高
橋
真
治
（
莇
平
小

5
）
2
0
分
2
6
秒
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の年周70　

「
そ
こ
だ
！
も
っ
と
押
せ
っ
、

押
せ
！
あ
あ
っ
、
あ
あ
っ
、
負

け
ち
ゃ
っ
た
。
明
日
か
ら
も
う
絶

体
付
け
て
や
ら
ね
え
ぞ
」

　
一
方
通
行
の
テ
レ
ビ
に
向
っ
て

蔵
前
国
技
館
の
サ
ジ
キ
席
に
も
負

け
な
い
ほ
ど
の
応
援
が
続
け
ら
れ

た
十
五
日
間
。
伝
統
の
松
代
相
撲

も
幕
が
下
り
ま
し
た
。

樋
儲
環
櫃
擁
灘
麟
爵
樹
綱
馨
猫
麟

　
冬
の
唯
一
の
娯
楽
と
し
て
、
本

場
松
代
で
は
七
十
年
も
前
か
ら
始

め
ら
れ
た
こ
の
遊
び
も
、
町
内
あ

ち
こ
ち
で
”
場
所
”
が
持
た
れ
る

よ
う
に
な
り
、
こ
の
十
五
日
間
ば

か
り
は
町
内
相
撲
一
色
。

　
力
士
数
三
五
〇
名
を
擁
す
る
在

天
法
人
松
代
相
撲
協
会
の
今
年
の

横
綱
は
、
東
西
と
も
鉄
公
部
屋
が

▲　　　　　　　　　　　　　東：平和台関（上、尾崎利行さん）
　鉄公部屋の両横綱の土俵入り　　　、
▼　　　　　　　　　　　　　　西：西海山関（下、小山英希さん）

独
占
。
勝
負
が
終
っ
た
後
で
の
恒

例
の
土
俵
入
り
に
は
各
部
屋
の
力

士
を
前
に
悠
々
た
る
土
俵
入
り
を

披
露
し
ま
し
た
。
本
来
、
土
俵
入

り
は
さ
せ
て
も
ら
え
な
い
は
ず
の

力
士
も
型
に
こ
だ
わ
ら
な
い
土
俵

入
を
披
露
し
大
爆
笑
。

　
天
下
泰
平
の
十
五
日
間
で
し
た
。

瓢
繭
巌

難鱗
巖
　
…

華

縷
，

▲第2回冬の陣写真コンクール最優秀賞　関谷八郎さん（松代）撮影

3
月
10
・
11
日
の
「
冬
の
陣
」
を

「
独
占
／
女
の
60
分
』
（
N
T
21
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
レ
ビ
朝
日
系
）
が
取
材
決
定
4

”
乗
っ
取
れ
松
代
城
”
に
も
挑
戦
し
ま
す
。

　
”
乗
っ
取
れ
松
代
城
”
と
“
お
　
　
希
望
の
方
は
冬
の
陣
実
行
委
員
会

み
こ
し
活
き
生
き
合
戦
”
に
出
場
　
　
　
（
役
場
内
）
へ
申
込
み
下
さ
い
。
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　　　　　め　　　晦　嚢松

　ヂ　里　　　　鳥
　　　　」

シ
リ
ー
ズ
⑯

ミ
ソ
サ
ザ
イ

　
日
本
で
は
、
キ
ク
イ
タ
ダ
キ
に

次
い
で
小
さ
く
、
雌
雄
と
も
全
身

茶
褐
色
で
黒
く
細
い
横
じ
ま
が
密

に
あ
り
、
眉
斑
は
黄
褐
色
の
淡
い

色
で
、
下
面
は
背
面
よ
り
淡
い
色

を
し
て
い
ま
す
。
尾
は
短
か
ぐ
立

て
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
全
体
的

に
ず
ん
ぐ
り
と
し
た
感
じ
の
割
に

は
足
が
長
く
、
ち
ょ
っ
と
ユ
ー
モ

ラ
ス
な
感
じ
に
見
え
ま
す
が
、
動

作
は
機
敏
で
、
川
柳
に

　
み
そ
さ
ざ
い
　
そ
こ
か
と

　
　
思
え
ば
五
間
先
き

と
い
う
の
が
あ
り
、
ミ
ソ
サ
ザ
イ

の
動
作
を
よ
く
表
わ
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　
ミ
ソ
サ
ザ
イ
は
、
ス
ズ
メ
目
ミ

ソ
サ
ザ
イ
科
に
属
し
、
松
代
町
で

は
冬
期
間
普
通
に
観
察
さ
れ
、
人

家
の
近
く
や
杉
林
な
ど
、
う
す
暗

い
と
こ
ろ
を
好
ん
で
生
活
し
て
お

り
ま
す
。
松
代
町
で
筆
者
が
最
初

に
本
種
を
観
察
し
た
の
は
、
一
九

八
六
年
（
昭
和
六
一
年
）
十
二
月

十
九
日
に
池
尻
の
十
二
神
社
境
内

松
　
永

洗

で
し
た
。
そ
の
後
松
代
幹
部
派
出

所
の
裏
の
大
杉
の
根
元
を
ウ
グ
イ

ス
の
地
鳴
き
よ
り
や
や
高
い
声
で
、

チ
ャ
ッ
、
チ
ャ
ッ
と
鳴
い
て
採
餌

す
る
の
を
よ
く
観
察
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
本
種
は
人
家
近
く
や
杉
林
な
ど

う
す
暗
い
と
こ
ろ
を
好
ん
で
生
活

し
て
お
り
、
皆
さ
ん
の
中
に
も
物

置
き
や
作
業
場
の
中
に
入
り
込
ん

で
い
る
の
を
知
ら
な
い
で
ビ
ッ
ク

リ
さ
れ
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

身
体
が
少
さ
く
、
ち
ょ
っ
と
し
た

隙
間
か
ら
で
も
出
入
り
で
き
る
の

で
す
。
本
種
の
生
息
環
境
を
も
う

少
し
く
わ
し
く
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

夏
季
に
は
亜
高
山
帯
な
ど
の
針
葉

樹
林
の
う
っ
そ
う
と
し
た
谷
間
で

苔
む
し
た
岩
石
の
多
い
と
こ
ろ
を

好
み
、
木
の
根
の
垂
れ
下
が
る
オ

ー
バ
ー
ハ
ン
グ
状
の
と
こ
ろ
で
よ

く
餌
を
さ
が
し
て
い
ま
す
し
、
ま

た
漢
流
沿
い
の
湿
っ
た
場
所
に
も

好
ん
で
生
息
し
て
い
ま
す
。

　
ミ
ソ
サ
ザ
イ
の
繁
殖
活
動
を
長

野
県
の
西
沢
惇
さ
ん
の
調
査
か
ら

み
ま
す
と
、
春
先
き
人
里
か
ら
亜

高
山
帯
に
も
ど
っ
た
雄
は
直
ち
に

ナ
ワ
バ
リ
を
持
ち
、
そ
の
ナ
ワ
バ

リ
は
、
直
径
三
百
メ
ー
ト
ル
位
で
、

そ
の
中
の
見
は
ら
し
の
よ
い
高
木

の
上
で
、
ピ
ピ
ス
ク
ス
ク
チ
ル
チ

ル
ピ
ョ
ロ
ピ
ョ
ロ
ピ
リ
ピ
リ
リ
リ

リ
リ
と
い
う
よ
う
に
噂
ず
る
と
、

隣
り
の
ナ
ワ
バ
リ
の
雄
も
負
け
じ

と
噂
ず
り
、
あ
る
程
度
ま
で
近
よ

る
と
そ
れ
以
上
は
接
近
し
な
い
で

噂
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
雄
は
ナ

ワ
バ
リ
内
の
沢
沿
い
の
崖
、
木
の

根
元
な
ど
に
、
コ
ケ
類
と
木
の
細

枝
で
球
形
の
横
に
出
入
口
の
あ
る

外
巣
だ
け
の
巣
を
作
り
、
雄
は
コ

ケ
類
を
く
わ
え
て
噂
り
、
雌
を
誘

い
ま
す
。
そ
し
て
雌
は
そ
の
外
巣

だ
け
の
巣
が
気
に
入
る
と
そ
の
雄

の
ナ
ワ
バ
リ
に
と
ど
ま
り
残
さ
れ

て
い
る
外
巣
作
り
を
雌
雄
で
行
な

い
、
内
巣
は
雌
だ
け
で
仕
上
げ
ま

す
。
内
巣
に
は
、
動
物
の
毛
、
鳥

の
羽
毛
な
ど
を
使
用
し
、
中
に
一

日
一
卵
づ
つ
三
～
六
個
、
平
均
四

個
の
卵
を
生
み
、
雌
だ
け
で
抱
卵

し
十
六
～
十
七
日
た
つ
と
雛
が
か

え
り
ま
す
。
卵
に
は
純
白
無
斑
の

も
の
と
白
地
に
淡
赤
褐
色
、
淡
紫

色
の
小
さ
な
斑
点
の
あ
る
も
の
の

〈

山
　
賀
　
由
　
佳
　
（
松
代
小
一
）

〈
　
　
高
　
橋
　
ゆ
か
里
　
（
菅
刈
分
二
）

〈
　
　
柳

裕
介
（
蒲
生
小
三
）

ぐ
　
　
市
　
川

誠
　
子
　
（
松
代
小
四
）

〈

小

堺
　
あ
ゆ
み
　
（
蓬
平
小
五
）

〈

関
谷
望
美
（
松
代
小
六
）
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二
種
類
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。
雄

は
雌
に
そ
の
巣
と
卵
を
ま
か
せ
て

一
日
一
～
三
回
巣
を
の
ぞ
き
に
行

く
だ
け
で
ほ
と
ん
ど
巣
の
近
く
に

行
く
こ
と
が
な
く
、
巣
か
ら
離
れ

た
と
こ
ろ
で
噂
り
な
が
ら
見
守
る

だ
け
と
の
こ
と
で
し
た
。
雄
は
ナ

ワ
バ
リ
内
に
一
～
五
個
の
外
巣
だ

け
の
巣
を
作
り
、
そ
の
ナ
ワ
バ
リ

に
入
っ
て
来
た
雌
が
気
に
入
っ
た

巣
が
あ
れ
ば
雄
と
残
り
の
巣
造
り

を
し
繁
殖
し
ま
す
。
そ
の
よ
う
に

し
て
一
～
五
巣
の
巣
の
う
ち
四
巣

が
別
々
の
雌
に
気
に
入
ら
れ
、
一

羽
の
雄
が
ナ
ワ
バ
リ
内
に
四
羽
の

雌
を
獲
得
し
繁
殖
し
た
と
の
こ
と

で
す
。
ミ
ソ
サ
ザ
イ
は
雌
が
営
巣

に
適
し
た
場
所
を
ナ
ワ
バ
リ
に
し

た
雄
を
選
ぶ
と
い
う
こ
と
に
な
り

雌
が
結
婚
の
主
導
権
を
有
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

の
反
対
に
、
営
巣
に
適
さ
な
い
場

所
を
ナ
ワ
バ
リ
に
し
た
雄
は
雌
に

選
ば
れ
ず
結
婚
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
雌
が
気
に
入

る
巣
の
条
件
に
は
、
巣
の
あ
る
と

こ
ろ
か
ら
外
部
へ
の
出
入
口
が
二

つ
あ
る
こ
と
と
、
巣
の
位
置
が
地

上
か
ら
九
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以

上
あ
る
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
で
、

こ
れ
は
ヘ
ビ
な
ど
の
天
敵
を
警
戒

し
て
の
こ
と
と
い
う
こ
と
で
す
。

（
続
、
野
鳥
の
生
活
よ
り
）

　
ミ
ソ
サ
ザ
イ
は
、
そ
の
色
か
ら

　
　
　
　
　
　

ミ
ソ
と
つ
い
て
お
り
、
方
言
で
も

ミ
ソ
ッ
チ
ョ
、
ミ
ソ
チ
ン
、
ミ
ソ

ヅ
キ
、
ミ
ソ
サ
ン
ジ
ョ
、
ミ
ソ
ツ

ン
、
ミ
ソ
ッ
コ
な
ど
が
あ
り
、
松

代
町
で
は
ど
の
よ
う
に
呼
ん
で
い

る
か
知
り
ま
せ
ん
が
、
隣
り
の
高

〆

ミソサザイ

柳
町
石
黒
、
栃
ガ
原
で
は
、
ミ
ソ

チ
ン
、
ミ
ソ
チ
ョ
ン
と
呼
ん
で
お

り
、
筆
者
の
生
ま
れ
た
三
島
郡
和

島
村
（
旧
島
田
村
）
で
は
、
ミ
ソ

チ
ン
と
呼
ん
で
い
ま
す
．
全
国
的

に
み
ま
す
と
、
ミ
ソ
サ
ン
ザ
イ
、

ミ
ソ
ヌ
ス
ビ
ト
、
ミ
ソ
ツ
ク
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
呼
び
、
全
国
的
に
ミ
ソ
が
つ
い

て
い
ま
す
。
変
っ
た
方
言
で
は
メ

ド
ッ
コ
ド
リ
、
マ
メ
ジ
ョ
、
セ
ッ

チ
ド
リ
、
ミ
ソ
チ
ン
コ
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
「
味
噌
の
よ
う

な
色
を
し
た
鳥
」
と
か
「
小
さ
い
」

と
い
う
意
味
で
す
。

　
本
種
は
、
噌
り
が
よ
い
と
い
う

こ
と
で
、
古
く
か
ら
飼
育
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
が
、
今
は
「
鳥
獣
保

護
及
狩
猟
二
関
ス
ル
法
律
」
に
よ

り
飼
育
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

鳥
だ
け
で
な
く
、
自
然
の
動
、
植

物
は
自
然
の
ま
ま
の
方
が
よ
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
最
後
に
、
中
村
憲
吉
の
ミ
ソ
サ

ザ
イ
を
詠
ん
だ
歌
で
こ
の
項
を
終

り
ま
す
。

　
冬
庭
を

　
　
動
く
が
ゆ
ゑ
に

　
目
に
見
れ
ど

　
　
居
り
処
の
わ
か
ぬ

　
さ
さ
　
き

　
鵜
鶴
ち
ひ
さ
し

〈

斉
木
直
之
（
松
代
中
一
）

〈
　
　
柳

伸
　
宏
　
（
松
代
中
二
）

〈
　
　
高
　
沢

剛
　
（
松
代
中
三
）

関富茂井西寺柳田茂柳柳

谷沢野上潟田　辺野

　七　　幸康敏祐　嘉翔

悟
（
蒲
生
小
二

一
（
孟
地
小
一
）

収
（
松
代
小
二
）

美
（
寺
田
分
二
）

仁
（
孟
地
小
三
）

宏
（
松
代
小
四
）

子
（
奴
奈
小
四
）

俊
（
寺
田
分
五
）

究
（
松
代
小
五
）

重
（
松
代
小
六
）

努
（
松
代
小
六
）

小関村高石高山山小米関

堺口松橋口橋賀岸堺持谷

成
寿
（
松
代
小
六
）

晋
　
子
（
松
代
中
一
）

文
　
恵
（
松
代
中
一
）

利
美
（
松
代
中
一
）

優
　
子
（
松
代
中
二
）

幹
　
夫
（
松
代
中
．
二
）

知
　
之
（
松
代
中
二
）

陽
　
子
（
松
代
中
二
）

智
恵
美
（
松
代
中
二
）

仁
美
（
松
代
中
三
）

真
由
美
（
松
代
中
三
）
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農
業
、
商
業
な
ど
で
、
自
営
業

を
営
む
み
な
さ
ん
、
国
民
年
金
の

保
険
料
は
、
所
得
税
法
上
、
社
会

保
険
料
控
除
と
し
て
所
得
か
ら
差

し
引
か
れ
る
し
く
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
あ
な
た
自
身
の
保
険
料
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
配
偶
者
や
家
族
の

分
の
保
険
料
を
あ
な
た
が
支
払
っ

た
場
合
は
、
そ
の
年
に
支
払
っ
た

金
額
が
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
課

税
の
対
象
に
な
ら
な
い
こ
と
に
な

り
ま
す
。

確
定
申
告
の
際
に
は

料
の
控
除
申
告
も
忘
れ
ず

　
こ
の
た
め
、
二
月
十
六
日
か
ら

三
月
十
五
日
ま
で
に
行
う
所
得
税

の
確
定
申
告
の
際
は
、
あ
な
た
が

こ
の
一
年
間
に
支
払
っ
た
保
険
料

は
、
忘
れ
ず
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

　
平
成
元
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま

で
に
納
め
た
、
つ
ぎ
の
保
険
料
が

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
定
額
保
険
料

　
平
成
元
年
一
月
～
三
月
ま
で

　
　
一
ヵ
月
　
七
、
七
〇
〇
円

　
平
成
元
年
四
月
～
十
二
月
ま
で

　
　
一
ヵ
月
　
八
、
○
○
○
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

　
定
額
保
険
料
を
一
年
間
納
め
た

　
場
合
は
、
九
五
、
一
〇
〇
円

②
付
加
保
険
料

　
　
一
ヵ
月
　
四
〇
〇
円

　
付
加
保
険
料
を
一
年
間
納
め
た

　
場
合
は
、
四
、
八
○
○
円

　
な
お
、
前
納
保
険
料
、
追
納
保

険
料
、
末
納
保
険
料
な
ど
の
保
険

料
額
が
わ
か
ら
な
い
と
き
は
、
役

場
の
国
民
年
金
係
へ
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

　　　　　　　　　　・の　　　　　　　　所　　　　　　健　　　　保　　越幽

鞭醗

一
　
㈲

嘆
渉
の
案

酵ヌ
　
　
遷

拶轍
ア

　
上
越
保
健
所
で
は
、
病
気
の
予

防
や
健
康
づ
く
り
対
策
の
た
め
の

テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し

ま
し
た
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
下
さ
い
。

◎
内
容
（
2
～
3
月
分
）

　
※
月
曜
日
　
母
乳
栄
養

　
※
火
曜
日
　
赤
ち
ゃ
ん
の
衣
類

　
　
と
オ
ム
ツ

　
※
水
曜
日
　
主
婦
症
候
群

　
※
木
曜
日
　
肝
臓
の
病
気

　
※
金
曜
日
　
お
年
寄
の
不
眠

　
※
土
・
日
曜
日
　
結
核
の
は
な

　
　
し

◎
時
間
帯

　
平
日
午
後
5
時
～
翌
朝
8
時
半

　
土
曜
正
午
～
月
曜
午
前
8
時
半

◎
電
話
番
号

　
0
2
5
5
（
2
3
）
1
3
1
5

●
第
二
・
四
土
曜
日
は
金
曜
日
の

内
容

省エネルギー月間街
　
　
　
働

児
童
手
嚢
灘
藝
訟
わ
れ
ま
す

　
二
月
は
児
童
手
当
の
支
払
、
馬
で

す
。　

役
場
の
社
会
福
祉
係
で
は
、
対

象
と
な
る
受
給
者
の
皆
さ
ん
の
預

金
口
座
へ
二
月
九
日
㈹
に
振
込
み

ま
す
の
で
、
指
定
さ
れ
た
金
融
機

関
で
受
領
し
て
下
さ
い
。

鷺
・
難
鵬
膣
短
纏
だ
葺
瀕
泌
5
趙
ひ
暮
ぽ
蝦
職
膿
膣
璽
鱗
、
羅
譲
誘
鵬
6
越
ひ
8
ぽ
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繊
醐
鵬
捏
幽
削
だ
灘
羅
｝
屡
灘
翻
韓
朦
贈
嚇
膿
臓
簗
騨
だ
藝
轟
腿
6
憧
趨
5
ぽ

車
両
系
建
設
機
械

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
運
転
技
能
講
習
の
お
知
ら
せ

　
機
体
重
量
3
ノ
以
上
の
ブ
ル
ド

ー
ザ
i
、
ト
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ベ
ル
、

バ
ッ
ク
ホ
ー
及
び
く
い
打
ち
機
、

く
い
抜
き
機
等
の
運
転
は
、
労
働

安
全
衛
生
法
に
よ
り
、
指
定
教
習

機
関
の
行
う
技
能
講
習
を
終
了
し

た
も
の
で
な
け
れ
ば
運
転
で
き
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
技
能
講
習
が
平
成
二
年
度

に
次
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。

一
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
、
グ
レ
ー
ダ

i
、
パ
ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル
な
ど
の

整
地
運
搬
掘
削
機
械

一
回
目

　
・
学
科
4
月
4
日
～
5
日

　
・
実
技
4
月
2
3
日
～
2
7
日

二
回
目

　
・
学
科
5
月
2
8
日
～
2
9
日

　
・
実
技
6
月
1
8
日
～
2
2
日

三
回
目

　
・
学
科
7
月
2
日
～
3
日

　
・
実
技
7
月
3
0
日
～
8
月
3
日

四
回
目

　
・
学
科
9
月
1
0
日
～
n
日

　
・
実
技
1
0
月
1
日
～
5
日

（
大
型
特
殊
免
許
取
得
者
は
実
技

一
日
で
終
了
）

二
、
く
い
打
（
抜
）
機
、
ア
ー
ス
ド

リ
ル
な
ど
の
基
礎
工
事
用
機
械

・
学
科
6
月
n
日
～
12
日

・
実
技
7
月
9
日
～
1
3
日

三
、
実
施
場
所

　
・
新
潟
市
新
崎
二
五
六
　
神
鋼

　
　
コ
ベ
ル
コ
建
機
㈱
新
潟
建
設

　
　
機
械
セ
ン
タ
ー

四
、
詳
細
問
合
せ
先

　
・
新
潟
県
建
設
会
館
内
、
建
設

　
　
業
労
働
災
害
防
止
協
会
新
潟

　
　
県
支
部
智
0
2
5
（
2
8
5
）

　
　
7
つ
⊥
4
1

訓
線
盤
蒙
集

　
高
田
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
平

成
二
年
度
の
訓
練
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

◆
資
格
取
得
コ
ー
ス

　
電
気
・
建
築
・
配
管
・
溶
接
・

　
危
険
物
・
簿
記
・
パ
ソ
コ
ン
他

◆
技
能
技
術
向
上
コ
ー
ス

　
パ
ソ
コ
ン
（
初
・
中
級
、
簿
記
）

　
建
築
パ
ー
ス
他

◆
技
能
検
定
コ
ー
ス

　
配
管
・
建
築
・
左
官
・
塗
装
他

※
詳
細
は
高
田
高
等
職
業
訓
練
校

暦
0
2
5
5
⑬
2
6
9
0
へ

交
通
規
翻
慧
鑓
謹
絡
所
に

　
　
　
小
島
蘇
膿
雛
繕
難
松
代
・
小
島
屋
）

　
県
警
で
は
交
通
規
制
の
適
正
化

を
図
る
た
め
、
交
通
規
制
意
見
連

絡
所
を
設
置
し
、
交
通
モ
ニ
タ
ー

と
し
て
意
見
・
要
望
を
聞
く
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　
こ
ん
な
と
き
は
ご
連
絡
下
さ
い
。

・
標
識
・
表
示
の
破
損
、
信
号
機

の
故
障
等
急
の
補
修
を
要
す
る
と

き
。・

交
通
規
制
の
問
題
に
関
し
て
の

意
見
、
要
望
．

◎
連
絡
先
　
小
島
芳
映
さ
ん
（
松
代

　
小
島
屋
）
智
7
i
2
0
3
9

　
　
　
　
劃
　
　
で
、

　
　
　
蚕
　
　
　
し

　
　
　
調
　
醗
迭

　
環
境
庁
で
は
、
　
「
緑
の
国
勢
調

査
」
の
一
環
と
し
て
「
身
近
な
生

き
も
の
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
私
た
ち
の
身
の

回
り
に
、
ど
ん
な
花
や
木
そ
し
て

鳥
や
虫
た
ち
が
、
ど
ん
な
ふ
う
に

生
息
し
て
い
る
か
を
調
べ
る
も
の

で
、
学
者
や
専
問
家
だ
け
で
な
く

一
般
の
方
か
ら
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
協
力
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
も

の
で
す
．

　
調
査
は
簡
単
で
、
あ
ら
か
じ
め

決
め
ら
れ
た
動
植
物
が
、
私
た
ち

の
身
の
回
り
に
い
た
か
い
な
い
か

を
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
よ
い
の

で
す
。

　
こ
の
調
査
に
参
加
し
て
み
た
い

と
思
わ
れ
る
方
は
、
役
場
内
社
会

課
衛
生
係
へ
問
合
せ
、
申
し
込
み

下
さ
い
。

　
■
お
好
き
な
コ
ー
ス
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

調
査
対
象
は
全
部
で
4
8
種
類
の
動
植
物
で
す
が
、
す
べ
て
を
調
べ
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
が
好
き
な
、
あ
る
い
は
自
信
を
も
つ
て
調
べ
ら

れ
る
コ
ー
ス
に
つ
い
て
だ
け
、
調
査
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
結
構
で
す
。

コース名 調査対象種

気
軽
な
初
心
者
コ
ー
ス

④
春の花
コース

スギナ、ニリンソウ、キブシ、オオイヌノフグリ、

カタクリ

◎
鳥の声
コース

カッコウ、アオバズク、ヒバリ、オオヨシキリ

◎ 夏の虫
コース

ギンヤンマ、オニヤンマ、アオスジアゲパ、

オオムラサキ、カブトムシ

◎
虫の声
コース

クマゼミ、ヒグラシ、ミンミンゼミ・アオマツムシ、

マツムシ

⑥
秋の花
コース

ミズヒキ、カラスウリ、セイタカアワダチソウ、

オミナエシ、ヒガンバナ

ち
ょ
っ
と
專
門
的
な
コ
ー
ス

㊦
タンボボ

コース

シロバナタンボボ、在来タンボボ、

セイヨウタンボボ、アカミタンボボ

◎
ツバメ
コース

ツバメ、コシアカツバメ、イワツバメ

⑪
水辺の動物

コース

コサギ、カワセミ、ゲンジボタル、ヘイケボ9ル、

サワガニ

①
南の島
コース

カラスバト、リュウキュウツバメ、シロガシラ、

キノボリトカゲ、オキナワチョウトンボ、アフリカマイ

マイ、サクラツツジ、リュウキュウシャジン

◎ 淡水魚
コース

ウナギ、ウグイ、オオクチバス（ブラックバス）、

ヨシノボリ

※③◎①は鳴声のテレフォンサービスを予定しています・
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さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
　
　
ぬ
き
　
　
　

の
凝
融
、
に

『
ボ
ロ
巾
』

鎌
醗

伽
、
灘
難
難
灘

こ～

　
ふ
る
さ
と
会
推
進
協
議
会
で
は

12
月
1
5
、
1
6
日
と
1
月
1
5
、
1
6
日

に
世
田
谷
区
の
「
ボ
ロ
市
」
に
参

加
し
ま
し
た
．

　
通
称
「
ボ
ロ
市
通
り
」
に
は
お

よ
そ
七
百
の
露
店
が
店
を
並
べ
、

四
日
間
で
の
人

出
は
お
よ
そ
百

万
人
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
あ

い
に
く
1
月
の

16

日
は
東
京
は

大
雪
に
見
舞
わ

れ
途
中
で
中
止

に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、

東
京
世
田
谷
区
と
の

　
　
交
流
第
一
弾

饗
閲
陶
陰

　
　
　
　
　
　
人
出
の
多
さ
に
は

圧
倒
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
町
か
ら
は
花
ひ
さ
ご
（
ひ
ょ
う

た
ん
愛
好
会
）
、
シ
ル
ク
フ
ラ
ワ
i

（
蓬
平
）
、
ス
ッ
ポ
ン
（
池
之
畑
）
、

ワ
ラ
ジ
（
峠
）
等
の
民
芸
品
の
販

売
を
お
こ
な
っ
た
他
に
、
冬
の
陣

の
宣
伝
に
鎧
か
ぶ
と
を
着
け
て
チ

ラ
シ
の
配
布
を
行
い
ま
し
た
が
、

鎧
か
ぶ
と
の
武
者
姿
が
と
て
も
好

評
で
記
念
撮
影
の
モ
デ
ル
に
引
っ

張
り
だ
こ
。

　
会
場
に
は
奴
奈
川
校
友
会
の
関

谷
名
誉
会
長
さ
ん
を
は
じ
め
と
し

て
、
町
出
身
の
方
々
も
激
励
に
お

と
ず
れ
、
し
ば
し
交
流
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
．

　
ボ
ロ
市
に
は
新
潟
か
ら
私
ど
も

の
他
に
も
、
長
岡
、
糸
魚
川
、
西

山
町
な
ど
か
ら
植
木
や
工
芸
品
な

ど
の
販
売
業
者
が
参
加
し
て
お
り
、

そ
の
方
々
か
ら
は
都
市
消
費
者
の

意
向
等
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。　

直
接
の
販
売
金
額
は
期
待
し
て

い
た
程
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
な
に
よ
り
も
東
京
の
大
き

な
祭
り
で
松
代
町
の
宣
伝
を
で
き

た
こ
と
が
収
穫
で
あ
っ
た
か
と
思

い
ま
す
。
8
月
に
は
「
世
田
谷
区

民
祭
」
が
開
か
れ
ま
す
が
ひ
き
つ

づ
き
世
田
谷
区
と
の
交
流
を
進
め

て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

大好評

へ
卿
シ
ー

　
　
パ
ツ
ク

松代おらまち

　　ふるさと会

　
ふ
る
さ
と
会
で
は
町
外
の
方
々

に
お
中
元
に
引
き
続
き
町
内
の
特

産
品
を
お
歳
暮
に
も
利
用
し
て
い

た
だ
こ
う
と
「
ヘ
ル
シ
ー
パ
ッ
ク
」

を
企
画
、
募
集
い
た
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
初
雪
（
三
千
円
）
、
美
雪

（
五
千
円
）
、
豪
雪
二
万
円
）
の

3
コ
ー
ス
に
分
け
有
機
コ
シ
ヒ
カ

リ
米
・
手
作
り
み
そ
等
安
全
で
健

康
食
品
で
あ
る
も
の
が
セ
ッ
ト
さ

れ
て
い
ま
す
．

　
今
回
の
企
画
は
朝
日
新
聞
の
関

東
版
の
夕
刊
で
も
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
遠
く
は
北
海
道

か
ら
も
注
文
を
い
た
だ
き
、
ふ
る

さ
と
会
員
等
か
ら
の
注
文
の
合
計

は
、
初
雪
一
〇
八
件
、
美
雪
三
一

〇
件
、
豪
雪
四
四
件
の
合
計
四
六

二
件
に
な
り
ま
し
た
。

　
町
で
作
ら
れ
る
食
料
品
は
安
全

で
健
康
食
品
的
な
も
の
が
多
く
、

都
会
に
住
む
方
々
か
ら
の
評
判
も

良
い
の
で
、
ひ
き
つ
づ
き
い
ろ
い

ろ
な
宣
伝
・
企
画
を
続
け
な
が
ら

都
会
に
松
代
フ
ァ
ン
を
多
く
つ
く

っ
て
ゆ
き
た
い
も
の
で
す
。
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「
ア
ハ
ハ
ハ
…
…
エ
ヘ
ヘ
ヘ
…
…
」

と
雪
の
降
る
日
も
笑
い
声
が
聞
こ

え
る
部
落
の
集
会
所
。
踊
り
も
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
苦
手
だ
け
ど
、
何
か
手
わ
い
さ

が
し
た
い
と
集
ま
っ
た
母
ち
ゃ
ん

達
。
あ
る
時
は
ア
ケ
ビ
の
ツ
ル
で

果
物
籠
を
作
っ
た
り
、
あ
る
時
は

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
を
し
た
り
、
そ
し

が
ん
ば
れ
冊
ち
ゃ
ん
ノ

鈴
木
う
た
子
さ
ん
（
松
代
）

て
あ
る
時
は
…
…
。

　
そ
ん
な
風
に
グ
ル
ー
プ
員
の
声

で
次
に
作
り
た
い
も
の
を
決
め
、

実
行
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
し
て
、

仕
上
が
る
と
皆
で
比
評
し
あ
う
の

で
す
。
誰
一
人
脱
落
し
な
い
で
、

ち
ゃ
ん
と
仕
上
げ
て
く
る
と
い
う

事
に
は
、
と
に
か
く
感
心
さ
せ
ら

れ
ま
す
。
そ
し
て
今
は
、
趣
味
プ

ラ
ス
実
益
へ
と
発
展
し
て
い
る
の

で
す
。

　
そ
し
て
こ
ち
ら
は
、
家
計
簿
を

つ
け
て
い
る
母
ち
ゃ
ん
達
。
と
か

く
家
計
簿
は
つ
け
て
い
る
が
集
計

し
た
こ
と
が
な
い
…
…
と
い
う
人

が
多
い
と
思
う
の
で
す
が
、
実
は

こ
の
集
計
、
大
切
な
の
で
す
よ
。

ど
ん
ぶ
り
勘
定
で
わ
か
っ
て
い
て

も
、
意
外
と
頭
の
中
で
覚
え
て
い

る
事
は
不
確
か
な
も
の
。
数
字
に

し
て
表
わ
し
て
み
る
の
も
老
化
の

防
止
。
そ
の
都
度
書
い
て
し
ま
わ

な
い
と
受
領
書
の
な
い
も
の
は
、

今
日
の
事
も
思
い
出
せ
な
い
の
で

す
。
時
々
、
あ
や
ふ
や
に
な
り
な

が
ら
も
頑
張
っ
て
い
る
母
ち
ゃ
ん

達
。
農
業
の
労
働
時
間
を
つ
け
た

り
、
米
代
金
か
ら
農
薬
代
等
を
引

い
て
み
た
り
…
…
。
昨
年
と
ど
こ

が
違
う
だ
ろ
う
か
と
頭
を
ひ
ね
っ

た
り
し
て
い
ま
す
が
根
気
強
さ
に

は
、
頭
が
下
が
り
ま
す
。

　
〆
縄
を
な
っ
た
り
、
み
そ
を
作

っ
た
り
、
歌
に
踊
り
に
、
松
代
町

の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
若
い
母
ち
ゃ

ん
が
、
そ
し
て
若
か
っ
た
母
ち
ゃ

ん
が
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
頑

張
り
の
中
に
は
、
家
族
が
い
た
り

友
達
が
い
た
り
し
て
心
の
支
え
に

な
っ
て
い
ま
す
。
「
友
達
が
い
る
」

な
ん
て
す
ば
ら
し
い
事
で
し
ょ
う
。

　
人
生
80
年
…
…
一
人
で
も
多
く

の
友
達
を
も
ち
た
い
も
の
で
す
。

　
最
後
に

　
が
ん
ば
れ
　
母
ち
ゃ
ん
〃

　
気
象
庁
が
発
表
す
る
長
期
予
報

は
別
と
し
て
、
翌
日
は
も
と
よ
り

時
に
は
週
間
の
天
気
予
報
ま
で
も

　
　
　
　
　
　

が
当
る
よ
う
に
な
っ
た
の
に
は
感

心
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
▼
役
場
で
測

っ
た
降
雪
量
（
毎
朝
九
時
測
定
）
は
、

1
月
2
3
日
40
独
ン
、
2
4
日
m
弛
ン
、
2
5

日
5
7
独
．
、
2
6
日
6
5
独
．
、
2
7
日
5
7
独
．
、

28
日
4
5
袖
．
と
一
週
間
降
り
っ
ぱ
な

し
。
積
雪
計
も
2
8
日
に
2
揖
ラ
イ

ン
を
超
え
2
材
2
8
独
．
に
。
二
年
振

り
の
忘
れ
か
け
て
い
た
豪
雪
に
す

っ
か
り
慌
て
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

▼
酒
浸
り
だ
っ
た
一
月
が
ア
ッ
と

い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
け

も
っ
と
も
酒
の
気
が
な
い
、
ま
と

も
な
日
が
他
の
月
よ
り
少
な
か
っ

た
せ
い
も
あ
り
ま
す
が
。
▼
第
三

回
「
冬
の
陣
」
も
い
よ
い
よ
あ
と
一

ヶ
月
と
な
り
ま
し
た
。
ど
う
や
ら

今
年
は
雪
の
心
配
は
不
要
の
よ
う

で
す
。
雪
は
も
う
い
り
ま
せ
ん
。

戸
籍
の
窓
口

薦
董
潟
董
日
導
馬
鱒
国
受
付
）

げ
ん
き
な
ま
雛
子
に
（
出
生
）

若
幽
携
謙
．
霧
濃
淳
・
撫
代
華
さ
ん

　
　
　
（
長
男
轟
釜
野
・
津
浦
）

霧
鯛
め
灘
灘
・
擁
淳
患
あ
孚
さ
ん

騰
長
妻
・
漉
蓬
畑
・
諜
糖
馨
か
）

　
　
　
ぬ
く
ぷ

繍
村
溺
お
・
灘
韮
幸
・
嚢
美
さ
瀧

　
　
　
騰
長
男
・
犠
明
・
薩
蔵
瞭

暴
堺
襲
朧
蕎
欝
溝
灘
・
輪
子
逡
沌

　
　
　
鵜
長
男
・
儀
賜
・
前
囲
）

　
馨
臭
福
を
祈
璽
ま
塗
燃
死
建
》

鷲難灘．

鞭
慧
　
　
　
繍
歳

　
　
　
　
　
騰
國
濃
・
園
鍵
麗
）

螂
堺
黎
繊
鋸
雑
　
　
磁
歳

　
　
　
　
　
蹴
蓬
畢
・
華
次
郎
）

鈴
黍
政
榮
購
　
　
　
羅
歳

　
　
　
　
　
　
霧
載
・
松
璽
）

鰹
藤
欝
義
懇
灘
　
　
　
麗
歳

　
　
　
　
　
舞
蒙
野
・
幣
蜘
治
蝉

悶
池
嚢
赦
慧
蓬
　
　
　
毅
歳

　
　
　
　
懲
松
載
・
松
載
物
産
）
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文
藍
・
，
璽

　
　
　
　
　
　
　
　
霞
塑

　
　
　
芸

　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
高
埠

　
　
　
　
　
　
　
　
’
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
　
し
ぶ
み
句
会

た
も
の
木
の
梢
越
し
な
る
初
日
か

な
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

初
日
の
出
よ
う
や
く
拝
む
五
日
か

な
　
　
　
　
　
　
　
去
　
水

調
理
場
の
真
ん
中
に
大
鏡
餅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
　
弘

一
人
ふ
え
ま
た
一
人
ふ
え
日
向
ぼ

こ
　
　
　
　
　
　
　
世
香

初
夢
の
覚
め
て
忘
れ
し
め
で
た
さ

よ
　
　
　
　
　
　
　
　
草
　
人

初
暦
か
け
部
屋
少
し
あ
ら
た
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
水

青
空
に
初
商
い
の
幟
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞
舟

ふ
る
里
の
創
生
願
い
事
務
始

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
　
石

程
々
の
雪
の
積
り
て
年
明
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
　
沙

孫
の
声
は
ず
ん
で
を
り
し
初
電
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

二
た
筋
の
川
黒
々
と
初
明
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

ふ
か
し
藷
抱
い
て
隣
へ
煤
逃
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
お

子
等
去
り
て
妻
と
二
人
の
寝
正
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

丁
寧
に
包
み
紙
解
く
歳
暮
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

大
寒
の
ス
キ
ー
民
宿
休
み
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
元

〈
一
月
七
日
新
年
初
句
会
吟
〉

　
　
蒲
生
句
会

　
　
　
　
　
し
　
め

手
作
り
の
大
注
連
飾
り
小
百
姓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

大
寺
の
屋
根
雪
卸
す
初
明
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

孫
の
声
受
話
器
は
み
だ
す
初
電
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

大
杉
の
根
が
囲
い
た
る
薮
柑
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
堂

　
う
　
ど

寒
独
活
に
鼻
近
づ
け
て
匂
い
か
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翔
　
山

た
の
も
し
や
孫
の
書
き
た
る
年
賀

状
　
　
　
　
　
　
　
泥
水

着
れ
る
だ
け
着
て
肩
の
凝
る
老
の

風
邪
　
　
　
　
　
　
耕
人

ぬ
き抽

ん
で
て
冬
木
と
な
り
し
庭
の
桐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ
女

　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
お
わ

寒
雷
の
一
撃
を
以
て
年
了
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
峰

。轡堺，o識

讃驚慰・

誰　　紬
　　　嵩＆畷

燕齢義／
＼まろ　　　　！

角
薇
ξ

　
　
　
　
　
　
　
、

お
δ
き
ん

　
は

　
　
　
　
　
　
や

鉱幽、
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
」

A
神
社覇

轟
社

－
霧
霜

細
　
　
　
、
　
　
　
　
　
＞

　
野
に
咲
羅
花

　
　
泌
羅
燕
籔

　
ノ
イ
バ
ラ
は
北
海
道
、
本
州
、

四
国
、
九
州
と
全
国
に
分
布
す
る
。

　
川
岸
や
雑
木
林
の
ヘ
リ
な
ど
に

生
育
し
、
五
、
六
月
段
々
状
に
白

　
　
　
　
　
　
鎌
嚢
欝

　
　
　
　
　
　
　
　
騰

い
花
を
つ
け
る
。
秋
に
真
赤
な
実

を
つ
け
る
。
葉
は
卵
形
で
三
～
四

対
つ
い
た
奇
数
羽
状
複
葉
で
裏
に

毛
が
あ
る
。
よ
く
分
枝
し
て
繁
み

を
つ
く
り
枝
に
は
、
す
る
ど
い
と

げ
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

　
落
葉
低
木
で
一
～
二
材
く
ら
い

西
洋
ば
ら
等
の
台
木
に
使
わ
れ
ま

す
。

踊
　

　さ　　　　　
角、4　＿　［壷璽1

　
出
題
　
八
題
　
北
村
昌
男

●
ヒ
ン
ト
…
5
一
角
が
よ
く
働
い
て

く
れ
ま
す
。

　
1
0
分
で
3
級
、
3
分
で
初
段
。

　
　
　
　
　
　
　
持
駒
　
金
金

二
三
四
五
六
七
八
九

角 乎

誕 王 角

歩

欝
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